
益田 悠貴 先生の論文がJournal of Hepato-Biliary-Pancreatic Sciences（IF 2.8)に受理されました。

本研究では、肝臓内外の接合部に位置するため従
来一括して扱われてきた肝門部領域胆管癌に関し
て、肝内での明瞭な腫瘤形成の有無に基づいて分
類し、遺伝子発現解析と病理学的検討を行いまし
た。その結果、両者は異なる分子学的背景を持つ
独立した腫瘍群であることが示されました。すで
に、胆道癌はその原発部位によって遺伝子異常が
異なることがわかっていますので、いままで不明
瞭であった肝門部領域の診断枠組みや病態理解の
再考を促す知見が得られ、ひいてはゲノム医療に
も少なからず影響する内容と思います。なお、本
成果は既にUEG Week （United European 
Gastroenterology Week 欧州消化器病週間）
2023で発表され、日本胆道学会で国際交流奨励を
受賞しています。（尾島）
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